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1. 研究背景 
	 本論文の目的は、北朝鮮ブームに伴う延辺地域の人びとの移動、及び往来
のあり方を分析し、その全体像を描き出し、明らかにすることである。 
	 中朝国境を越えて移動する人びとの数や動機、目的には、1910 年の日本帝
国による朝鮮半島併合時から現代にいたるまで、時代ごとに異なる様相が見
られ、時を経るごとに大きな変遷を遂げてきた。国境が、そこを行き交う人
びとの眼前に壁のように高く立ちはだかる時代もあれば、あたかもそれが地
中に溶融し消失してしまったかのように人びとがスムーズに行き来する時代
もあった。 
	 延辺朝鮮族自治州1におけるフィールドワークを通して、1930 年代から
1950 年代において朝鮮人の人びとが中朝国境を頻繁に跨いで行き来してい
た状況が明らかになった。移動の理由や方法には、人あるいは時期によって
                                                             
1 延辺朝鮮族自治州は、中国吉林省東部の東北辺境に位置し、北朝鮮とロシアの境界
地帯に近隣している。 
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違いが見られた。朝鮮統治（日帝、帝政）時代2においては、朝鮮半島側から
中国側への北に向かって移動する流れが見られた。あるインフォーマントの
移動の理由には、中国での商売や飲酒、遊びが挙げられ、また、子どもたち
の豆満江でのスケート遊びに象徴されるように、中朝国境地帯における往来
は、かなりの自由度の高さがうかがわれた。また、この間の移動方法として
は、舟を利用する方法、凍結した川を利用する方法が挙げられた。1950 年代
半ば頃になると、移動の向きが逆転し、中国から朝鮮半島へ南下する動きが
見られるようになった。この現象には、中ソ対立や大躍進政策といった政治
の影響があり、それらによって、彼ら彼女らが集住する地域や中国の方が北
朝鮮と比較し相対的に貧しくなったのである。つまり、より裕福な北朝鮮で
の豊かな生活を目指して移動する人びとが増加し始めた。また、移動後の北
朝鮮においても、家の無償譲渡や職の紹介、歓待など、優遇されていた状況
が明らかになった。本稿ではその 1950 年の末頃から始まった「チョソンパラ
ム」3の時代を主な舞台とする。 
	 李泳采4は在日朝鮮人帰国運動の展開過程に分析を加え、同時期に北朝鮮当
局により展開されていた中国延辺地域・ソ連サハリン地域での集団帰国運動
も検討することで、政治的な民族動員運動としての在日朝鮮人帰国運動の全
体像を描き出そうとした。李は延辺地域の 1957 年後半から 1964 年頃までの
大量移動は、政治的な弾圧と経済低迷で混乱に陥っていた中国より経済的に
は安定期を迎えていた北朝鮮での新しい生活を願っての帰国だったと主張し、
少数民族への政治的な弾圧が朝鮮族の北朝鮮への大量帰国の主な理由だと述
べている。 
	 中国国内の状況からみると、「中ソ対立」、「大躍進」政策といった政治的影
響、「三年自然災害」による食糧不足を原因とする政治的・経済的背景が、朝
鮮族の「帰国」、言わば、北朝鮮ブームの到来を焚きつけたと考えられる。し
かし、複数のインフォーマントを対象にしたインタビューから、彼ら彼女ら
は複合的な理由や目的による往来を継続してきたことが判明した。故に、北
朝鮮ブームに伴う朝鮮族の移動を政治的・経済的背景による「新しい生活を
求めての帰国」として十把一絡げにし、語ることは不十分であると言える。 
                                                             
2 日帝時代：1910 年〜1945 年。 
3 朝流時代、北朝鮮ブーム、朝鮮風。 
4 李泳采、2012、「政治的民族動員運動としての帰国運動:日本、中国、サハリン地域に
おけるコリアンの北朝鮮への帰国運動を中心に(特集 朝鮮現代史と在日朝鮮人)」、
『朝鮮史研究会論文集』、50 号、pp. 61-88. 
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	 本稿では、個別の具体的な事例を通して、北朝鮮ブームに伴う延辺地域の
人びとの移動の目的・往来のあり方の解明を試みる。 
2. 調査概略 
2.1. 調査対象・調査方法 
	 本研究では、主に中国吉林省東部の東北辺境の延辺朝鮮族自治州5をフィー
ルドにして、国境地帯に住む人びとの生活実践や、国境地帯で行われている
民間レベルでの交流を観察し、調査を行うことにした。調査では主に 60 代・
70 代・80 代の朝鮮族の人びとを対象に半構造化インタビューを行った。 
 
2.2. 調査地・調査時期 
	 今回の調査は 2018 年 8 月の 8 日から 22 日まで、前半と後半に分けて行っ
た。前半は 8 月 8 日から 13 日まで、後半は 8 月 14 日から 22 日までとした。
前半の調査では、朴が韓国清州市のインフォーマントの家を訪問し、住み込
み調査を行った。後半の調査は中国で行われ、主にインフォーマントの家を
訪問して半構造化インタビューを行った。8 月 22 日に朴・李は同行し、調査
を行なった。 
                                                             
5 延辺朝鮮族自治州は、中国吉林省東部の東北辺境に位置し、北朝鮮とロシアの境界
地帯に近隣している。 
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3. 「チョソンパラム」とは何か 
? 「チョソンパラム」は、1960 年代の北朝鮮ブームの時代を象徴する言葉と
して、インフォーマントの人々が異口同音に述べていた言葉である。「チョソ
ン」は「朝鮮」を、「パラム」は「風」を意味する単語であり、「チョソンパ
ラム」は朝鮮の風が吹く、北朝鮮ブームの時代を表す言葉である。 
	 本稿では、北朝鮮ブームの時代を「チョソンパラム」と名付け、記述して
行く。 
 
3.1. 「祖国建設」と移民の受け入れ 
	 朝鮮戦争休戦後、北朝鮮は戦後の「復旧建設」とともに大勢の朝鮮人移民
を受け入れた。そして、その「帰国事業（帰国運動）」により 1959 年を始め
として、元在日の人々は「祖国建設」を大義とし、北朝鮮に帰国した6。同時
期、旧ソ連のサハリン地域でも北朝鮮当局の宣伝が行われ、朝鮮人の「帰国」、
北朝鮮への集団移動が実現した7。1959 年から 1961 年に、西海岸地方では、
少なくない先住朝鮮人が北朝鮮に帰国した。特に朝鮮民族学校中学卒業8の生
徒の大半が大学進学を目指して帰国した[朴亨柱 1990：63]。 
	 日本での「帰国運動」・サハリン地域での集団移動が行われていた 1950 年
                                                             
6 1959 年 12 月 14 日第 1 次船が出港してから 1967 年 10 月の第 154 次船（最終船）ま
での約８年間に、通算 88,360 人が北朝鮮向け出国した。なお、コロンボにおける日
朝両赤十字の話し合いにより、協定終了後の 1967 年 12 月 22 日、ソ連船ヤクーチャ
号が新潟港を出港しており、同船により 251 名が北朝鮮向け出国したので、これを
加えると、帰還者総数は、88,611 名となる。その後、日朝両赤十字の合意に基づき、
1971 年 5〜10 月までの間に、いわゆる暫定措置による北朝鮮帰還として、北朝鮮帰
還業務が行われた。この間、新潟港に朝赤からソ連船トボルスク号・北朝鮮船万景
峰号による 6 回の配船があり、合計 377 世帯 1081 名が北朝鮮清津港向け帰還した。
暫定措置終了後、新たに北朝鮮に帰還することを希望する在日朝鮮人については、
会談要録による方式により、帰還することができることとなり、その第一回の帰還
船により、1971 年 12 月 17 日 108 世帯 237 名が新潟港から帰還した［法務省入国管
理局、1971］。 
7 今西一、2014、サハリン・樺太の朝鮮人 : 安山市「故郷の村」でのインタビュー 
8 朝鮮人学校は 10 年制度で、初等科は 7 学年だった。初等科を終了し、8、9、10 学年
と中学科に進級するか他の進路選択をするかは学生本人の自由意志であったという。
朝鮮学校末期には中学科 9、10 年生の教育方針がソ連式であり、ロシア人教員によ
るロシア語での授業が行われた。1958 年〜1960 年頃、当時朝鮮人学校中学科を卒業
した少なくない生徒たちがそれを契機に北朝鮮へ民族的向学心に燃えて帰国したと
いう。［朴亨柱 1990：35-36］ 
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代後半、中朝国境の中国側、すなわち豆満江9の左岸では北朝鮮ブームが始ま
り、移住を目的とした大勢の朝鮮族の人々が国境を越え北朝鮮に渡っていっ
た。北朝鮮の「復旧建設」により、朝鮮族は、志願する人は誰でも北朝鮮に
行くことができた。当時の移住者は、通行証などの証明は要らず、移住の手
続きのみで、北朝鮮に渡って行くことができた。 
	 中国国内の状況からみると、この現象には「中ソ対立」、「大躍進」政策10と
いった政治的影響の上に、1959 年〜1961 年の「三年自然災害」による食糧不
足が決定的な原因として「チョソンパラム」を生み出したと考えられる。つ
まり、「三年自然災害」時期の食糧不足による飢餓に耐えられず、国境を越え
る人が増加した。 
	 今回の延辺朝鮮族自治州での調査によると、北朝鮮ブームは 1959 年を始め
として 1960 年代の半ば頃まで続き、1960 年から 1962 年にピークを迎えた。 
	 中国での「北朝鮮の移民の受け入れ」に関する宣伝は中国在住の朝橋11に
よって行われた。また、当時の北朝鮮では移住者を歓待し、家の無償譲渡・
職の紹介と職業配置を与えていたことが聞き取りにより明らかになった。移
住者には国家手続きを踏み、北朝鮮に移住した人の他にも、許可を得ずに豆
満江を渡って移住した人も少なくなかった。彼らの行動は厳密には不法入国
だったが、その「クロスボーダー」は黙認され、彼らは手続きを経た移住者
と同様に優遇された。 
 
3.2. 移動のメカニズム 
	 権香淑は、国境の存在にも関わらず、ヒト・モノ・カネ・情報が比較的自
由に移動可能な経済・社会的ネットワークを含む生活領域を「跨境生活圏」
と定義した。さらに、朝鮮半島北部及び中国東北部には鴨緑江・豆満江に跨
る地続きの跨境生活圏の存在を指摘し、その社会的・文化的背景には朝鮮人
の移動性が内在していると主張した12。本稿では、権の跨境生活圏の存在を
肯定し、主に 1960 年代の中朝国境地帯の、図們、開山屯地域を含む、豆満江
の川筋の村での人びとの移動・交流に注目する。本節では、北朝鮮ブーム時
                                                             
9 豆満江：中朝辺境の白頭山（長白山）を源に、中国・北朝鮮・ロシアの国境地帯を
流れ、日本海に注ぐ。 
10 「大躍進」政策：1958 年〜1960 年。 
11 朝橋：朝鮮民主主義人民共和国の国籍の中国在住者。 
12 権香淑、2011、『移動する朝鮮族－エスニック・マイノリティの自己統治』、彩流社、
pp.54. 
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代を語るインフォーマントの事例を参照し、その移動・往来のあり方をまと
めたい。 
	 何回も中国と北朝鮮を行き来した。民間の家でも世話になったりして、食べ
させてもらったり、宿泊したりした。中国から渡って行った人たちを集団で食
べさせてあげたりする接待所のような所もあった。 
O 氏（70 代、男） 
	 O 氏は朝鮮戦争休戦後から中国と北朝鮮を行き来した。一回の「訪問」に
つき、一、二ヶ月の滞在だったという。彼は、最終的に北朝鮮への移住を計
画したが、孤児だった彼の世話をしてくれた人の反対があり、1961 年を最後
に再び豆満江を渡ることはなかった。 
	 朝鮮戦争休戦後、北朝鮮の「復旧建設」と移民政策の展開を背景に、無償
飲食・遊びなど、短期訪問を目的として朝鮮族の若者たちは頻繁に川を渡っ
て行った。そのような移動は、特に、川筋の村の人びとにとっては、おおよ
そ日常的に見られることだったという。Q 氏は「川を渡る時は、荷物の持ち
運びなど、村の人たちの助力を得て川を渡ったりした」と当時の状況を思い
出した。 
（1959 年）北朝鮮の「復旧建設」といって、志願する人は誰でも北朝鮮に行
くことができた。その時は、通行証も必要なく、移住として渡って行くことが
できた。親戚の姉も、小学校時代の同級生もその時に北朝鮮に移住した。60
年代のチョソンパラムの時、北朝鮮に渡っていった人は、内務所で登記してか
ら生活用品（歯ブラシなど）をもらって、職業の配置で働く地域が決まるまで、
集団でしばらく住むことになる。その所で食べさせてもらったりもした。 
Q 氏（70 代、女） 
	 1961 年、Q 氏は通行証を申請し、北朝鮮の親戚を訪問した。気晴らしなど
の単純な目的の訪問だったが、当時、訪問先の親戚の人びとに説得され、北
朝鮮への移住を計画するようになったという。しかし、村の医者だった伯父
が村支部の反対によって移住を諦めることになり、移住計画は霧散した。北
朝鮮に渡って行って家族・親戚の移住を待ち構えて、事前準備を終え、工場
で働いていた Q 氏も、1963 年の 3 月に中国に戻った。 
	 叔父も 1962 年に北朝鮮に渡って行って 1 年間列車を運転した。翌年、叔父
は中国を「訪問」したが、当時の親戚の人たちの説得により、北朝鮮に戻らな
いことにした。 
J 氏（60 代、男） 
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	 事例から、当時の中朝国境地帯では、複数回の「短期訪問13」による往来
が行われたことがわかる。そのような「短期訪問」は必ずしも北朝鮮への移
住に繋がるとは限らなかった。一方、北朝鮮への移住を計画した朝鮮族の人
びとには、職業の変更・生活改善を目的とした人も少なくなかった。 
	 （1959 年）叔父が家族（妻・息子 2 人）を連れて川を渡って北朝鮮に移住
した。叔父は農民だったが、職業を変えるために移住した。北朝鮮は中国より
裕福で、渡って行ったら、職場や家などを無償で与えられた。 
D 氏（70 代、女） 
	 当時北朝鮮では、北朝鮮に渡って行った人（中国の朝鮮人）たちを受け入れ
て、集めて食べさせたり、職業を配置してくれたりした。職業や働く地域は、
希望を出すことはできるが、希望通りになることは難しかった。当時の北朝鮮
は配給制を実施していて、配給米をもらって食べたりした。生活・飲食は中国
より豊かだった。 
I 氏（70 代、男） 
	 1961 年、農民だった I 氏は北朝鮮で工民としての就労を希望し、北朝鮮に
渡って行った。しかし、念願の理想の生活と現実の乖離を感じ、1964 年の冬
に中国に戻ったという。より良い職業・生活改善を求めて北朝鮮への永住を
選択するパターンの他、I 氏のように中国での生活を選択するパターンも少
なくなかった。 
	 北朝鮮は中国より裕福だった。朝鮮族は北朝鮮に行くと食べさせてもらった。
夜になると、川を渡って北朝鮮の姉の家に行き、米をもらって中国に戻った。
また、姉から映画チケットをもらって北朝鮮に映画を観に行ったりもした。 
M 氏（70 代、男） 
	 M 氏の姉は、朝鮮戦争前後の支援軍の兵士だった夫と一緒に北朝鮮に移住
した。M 氏は定期的に川を渡って北朝鮮の姉を訪問し、米をもらって中国に
帰った。そのような越境は川筋の村では珍しくなかった。北朝鮮に親戚がい
る人たちは、頻繁に往来しながら、もらってきた米で生活した。親戚がいな
い人でも、（親戚がいる）隣家の人と一緒に行って米をもらって帰ったという。
また、中国の梳き櫛を持って北朝鮮に行って米と交換することもあった。 
 
4. 考察 
	 北朝鮮ブーム時代を語るインフォーマントの事例から、北朝鮮ブームに伴
                                                             
13 国家手続き無しの入国を含む。 
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う朝鮮族の移動パターンには以下のような特徴が見られた。彼ら彼女らは、
①複数回の短期訪問、②朝鮮戦争前後の支援軍としての移動、或いは、③親
戚・知人から得た情報を契機に、より良い職業・生活改善への希望を持って
北朝鮮へ渡って行った。その中には、故郷への帰国を主な移住目的とした人
もいた。また、北朝鮮ブームの最盛期に移住した朝鮮族のほとんどは、再び
中国での生活を選択したことが明らかになった。（図 1） 
	 本稿は、個別具体的な事例の分析を通して、北朝鮮ブームに伴う延辺地域
の人びとの移動の目的・往来のあり方の全体像を描き出そうという試みであ
る。 
	 1930 年代〜1950 年代における中朝国境地帯の国境線は、国にとっても、住
んでいた人たちにとっても、曖昧な概念であった。それに対して 1950 年代半
ば頃から 1970 年代は中朝国境の国々が現代国家になっていくことによって、
国境線が濃くなっていく時代であった。「チョソンパラム」、すなわち、北朝
鮮ブームの出現と消滅は、国境線が濃くなっていく時代の、重要な過渡期を
示していると考えられる。本稿は、そのような過渡期での実証研究の不足を、
未だ十分ではないものの、補うことができたことに、その意義があると思わ
れる。「チョソンパラム」とともに中朝国境地帯に現れた「ポッタリチャンサ」
の行商人の出現と移動、もののやりとりに関しては今後の課題としたい。 
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